平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会　　派　　名
	公明党室蘭市議会

	議　　員　　名
	細川昭広・砂田尚子・柏木隆寿

	調査実施年月日
	平成２５年１月２３日（水）

	調査先　自治体名等
	愛知県　鈴鹿市

	調　査　項　目
	「緊急情報ネックレス事業」について

	調　査　目　的
	本市においては、高齢者や障がい者が自宅で救急隊を呼んだ場合、緊急情報記録票によって、本人の情報を得ることができるが、屋外等で倒れた場合でも救急隊が対応できるシステムについて調査


	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：　１９４，５５１人　　　行政面積：　194.67ｋ㎡

２　視察内容
　災害時要援護者台帳に登録した、かかりつけ医療機関や持病などの医療情報について、登録番号を印字したネックレスを着用することにより、屋外等で倒れた場合でも救急隊が登録番号から必要な情報を確認し、円滑な救急活動ができる。配付対象者は、災害時要援護者台帳に登録されている一人暮らしの方。今年度は、配付募集地区を絞り実施（４００セット政策、事業費１００万円、約2,500円/個）。


	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	基本的には、これまで災害時要援護者台帳に記載されている一人暮らしの方が対象だが、台帳登録以外の方から配付の希望があること。一人暮らし以外でも高齢者や障がい者の元気に外出できる方は、もし外出先で倒れた場合の関係から、台帳登録されていない高齢者の方に対してもネックレス配付によって、登録していただくきっかけになると感じた。製作費が１個当たり2,500円と高額なので、大量発注することで、どの程度コストダウンできるのかが課題となる。鈴鹿市では、災害時要援護者台帳を消防本部でも管理し、救急医療活動に活用しており、ネックレス登録番号によるデータ管理によって、ipadなどを救急隊が所持し、登録番号を入力することで、医療情報を得る体制を整えたならば、さらに迅速な救急活動が進められると感じた。


